平成29年度　青少年のネット非行・被害対策情報＜教員向け第11号･保護者向け第10号＞

差出人：福井県安全環境部県民安全課
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●児童ポルノ事件
◇ダンサーの男（28歳）らは、小中学生の男児（当時７～15歳）を自宅等に誘い込み、わいせつな行為をし、その状況を撮影して児童ポルノを製造した上、互いに児童ポルノを提供し合うなどした。

　◇画像共有アプリの運営会社社長の男（55歳）らは、同アプリの利用者が投稿した児童ポルノを不特定多数の利用者が閲覧できるようにインターネット上で公開した。また、暴力団幹部の男（56歳）は、同アプリ運営会社に銀行口座を提供し、売上金の一部を受け取っていた。

　◇無職の男（30歳）は、インターネット上の掲示板で、アイドルグループのコンサートチケットを求めていた女子高校生（当時16歳）に、同チケットの譲渡と引き換えなどと持ち掛け、同女に裸の画像を送信させ児童ポルノを製造した。

　◇公務員の男（46歳）は、男性モデルの写真を使い、偽名で男子大学生になりすまし、コミュニティサイトで知り合った女子中学生（当時14歳）ら６人に裸の画像を送信させ児童ポルノを製造した。

　◇会社員の男（34歳）は、女子中学生になりすまし、コミュニティサイトで知り合った女子小学生（当時12歳）に、悩みを相談するなどして年齢の近い同性と誤信させ、同女に裸の画像を送信させ児童ポルノを製造した。
●児童買春事件
◇市議の男（46歳）は、コミュニティサイトで知り合った女子小学生に対して、携帯型音楽プレーヤーを提供する約束をして、ホテルでわいせつな行為をした。
●児童福祉法違反事件
 　◇暴力団組員の男（26歳）らは、家出中の女子中学生（当時14歳）をマンションに住まわせ、外出の制限などをした上、出会い系サイト等で募った客と引き合わせて売春させた。
＜出典＞警察庁　「STOP！子供の性被害-NO‼児童ポルノ-」
https://www.npa.go.jp/safetylife/syonen/no_cp/measures/case_arrest.html

本メールに関して御質問、お問い合わせがある場合は下記まで御連絡ください。


　【担当】福井県安全環境部県民安全課　　　


　　　　電話：0776-20-0745（直通）メール：kenan@pref.fukui.lg.jp








